
■ヨード造影剤問診表 主治医ならびに患者用の質問項目とその推奨度、参考文献、ヨード造影剤添付文書の取り扱い 

かっこ付きの参考文献は当該疾患などが有意なリスクファクターではないとする文献を、また下線付きの参考文献は影響しないとする文献を表す 

主治医用の問診項目 患者用問診表における質問項目の文章例 推奨度 参考文献 
ヨード造影剤 

添付文書 

造影剤使用歴 

 

副作用歴とその症状 

これまでにヨード造影剤を使用して検査を受けたことはありますか。 

なし、あり 

その時、帰宅後も含め何か異常はありましたか。 

なし、あり（例：吐き気、嘔吐、かゆみ、湿疹、呼吸困難、意識消失、血圧低下、その他       ） 

A 

 

A 

1, 2 禁忌 

喘息を除くアレルギー歴 

アレルギー体質 

今までに薬や食べ物などでアレルギーが出たことはありますか。 

なし、あり（            ） 

アトピー性皮膚炎やアレルギー性鼻炎、花粉症などはありますか。 

なし、あり（            ） 

B 1, 2 

(3, 4) 

慎重投与 

親族・家族の造影剤以外も含

むアレルギー 

ご家族にアレルギーをお持ちの方はいますか。 

なし、あり（            ） 

C  慎重投与 

喘息 

（活動性/非活動性） 

気管支喘息と診断されたことはありますか。 

なし、あり（治療中、治療していない） 

A 1, 2 原則禁忌 

甲状腺疾患 

（甲状腺機能亢進症、 

多結節性甲状腺腫） 

甲状腺の病気と診断されたことはありますか。 

なし、あり（病名をお書きください               ） 

B 5-7 禁忌， 

慎重投与 

腎障害 

血清クレアチニン値 

eGFR 

腎臓の病気や機能が悪いといわれたことはありますか。 

なし、あり（病名をお書きください               ） 

A 8-10 原則禁忌，

慎重投与 

心疾患 心臓病と診断されたことはありますか。 

なし、あり（病名をお書きください               ） 

B 1, 2, 11 原則禁忌 

高血圧 高血圧と診断されたことはありますか。 

なし、あり（治療薬をお飲みの場合はお書きください                ） 

C 11 

(9) 

慎重投与 



糖尿病 糖尿病と診断されたことはありますか。また、治療薬をお飲みですか。 

なし、あり（薬の名前をお書きください                  ） 

B 10, 12 慎重投与 

褐色細胞腫  C 13, 14 原則禁忌 

多発性骨髄腫  C 15 原則禁忌 

マクログロブリン血症  C 16 原則禁忌 

その他の 

疾患 

テタニー  C  原則禁忌 

妊娠 現在妊娠している、またはその可能性がありますか。 

なし、あり 

B* 17 

18 

授乳 現在授乳していますか。 

している、していない 

C 19 

17 

妊婦、産婦、

授 乳 婦 等 へ

の投与 

ビグアナイド系糖尿病薬 （糖尿病の項目を参照） B 20, 21 併用注意 

インターロイキン 2  C 22  

非ステロイド系抗炎症薬  C   

アミドグリコシド系薬剤  C   

服用薬 

β遮断薬  C 23 

24 

 

*: X 線被曝の影響は含めず、ヨード造影剤のみの影響から判断した推奨度とした 

＜推奨度＞ 

A：記載するよう強く勧められる 

B：記載するよう勧められる 

C：記載するよう勧めるだけの根拠が明確でない 
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